
じようききか

金気議hソ当転四輪動と数転回i

o
 

u幅
一

o

-
ra

動

出

寸

I
Z

1
4

n
υ
n
e
G
u
a

q
n
4

《
U
n
m
u
p
o
d
-
n
4
A
U

2
1
1
1
1
1
0
0
0
0
 

動
給

一
回
転
当
り

蒸
気
量
同

版
以
丸
刈
川
棚必俳
砂
川叩
綜

いU
h

ブ
か
カ
ベ
内
開
度
同
率
寸

7

-

さ
丸

、
j

古
祖

時
効
力

オ
-
メ
示通
山
山
改気
伝
ラ
圧

ト

し勺
表
は
ス
サ
蒸
度

イ

効

ツ

'
V
て
執
ガ

率
熱
温

ポ

有

カ
数
し
縦
焼
効
過
気

・

均

c= カ ヲ トオフ

(図示)引民力 ・ t旨

示(図示)馬力 ・ 排気圧力 ・ 2 蒸発起と指示.IJ~力時当 り 'iÆ気1it

引援隊早 |強力 ・ 後械効率・ 指l
引'ì&馬力害事であり ， これら示 内

の数値を もとに動輪 1 回転 Y
当り 蒸気消費量 ・ 指示馬力骨 B
I待(および引渡馬力l待) 当り す

蒸気消削指示馬力l時(おま 7
よび引~馬力l時) 当 り石炭量 ! 日寸1TlTrrm-rmu:f.
消費f在宅事と速度との関係。 KE60 2 4 6 8 10 12 
馬力時当 り蒸気消費全・馬 蒸発量 t/h 

力時当り石炭消費五1等と'f.!i. 3. 励輪回転数と引~J.馬力時当 り族

発量との l拘係。また蒸気拶~ ~ I 気jjj:
率制ヰI効率などを求め 驚 14
る。 D51 形括韓関IIIについて力

U;'F 12 
その一例を図ー1 -5 に示し 苔

た。試験合試験は補織の性 旦 10

能測定や，燃料の比絞試験 説内

や J温風儀併の研究などか 輩 。

主られた目的のために行 う kg 6mj叫ぶ:mffi必需刊Uト
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箇所および極類は試験

台試験に準ずるが， 目

的に よ っ て一部を省略

することが多い。 本線

試験の値は， 誤差が入

りやす く ，後関助土の

技 り ょうの影響がはな
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はだしい。 結果は試験 kg O. 50 2 4 6 8 10 12 
台試験値に準じて整理 蒸気消費量t/ h

されるが， 横軸には牽引荷重をとり ， Ut料1に憐 l km 当り石炭

消費量や， 車両 lOO km 当り 石炭t肉質量を表示することがある。

中とは状態が違っているため，信用ある吉十ìJllI他を得るためには，

極々工夫しなければな らない。

現率試験とは事fi後 ・ 計擦などを突験室内で一応試験し，これ

を本線において突用機関車に取付けて ， 性能を再確認するか，

儀|刻専の実際上の性能を営業列車により確認するなど， 突際の

目的に密接に述[刻した試験をし、う。ー」試験"lï。特殊巨費|対111。

ポイ ラ蒸発琵;。動力ili引~力。蒸気後|刻111の効率。 蒸気機関11工

の温度。 i還風力(蒸気機関車の)。蒸気機関車のガス分析。イ γ

クケ - !;線図。( 卜部舜ー)

じようききかんし 々 のつりあわせ 蒸気後関車のつり合わ

牛帽訊壌は ， ;if晴氏E合よι ‘"、 ， せ (英)balancing for steam locomoti ve 蒸気級協1111の動帰

おいて，ある定められた運転〆イ ヤの下に行う試験であり ，)ill を滋じ円浴な巡転をするため，動輸にパ ラ γ ス ウェイトをl反付

転の青| 国l作成・燃料の比較 ・ 有Iì機計25等の実用性， 新考mの検 け， その遠心力によって不つり合い回伝部分の遠心力， ならひ.

討などの目的で行われる。 一般性能を知lるために行う場合は， に往復部分の似性力をつり合すことをいう。蒸気繊関車の往復

得られた結果が， その線 6. I畿l刻平定 trl試験室の配位および測定装置関

区における巡転ダイヤに

よる平均値となり ， 試験

合試験値とは違った表現

にな る。 本紙l試験には，

プ ν ーキ機関Z与を使則す

ることがある。これには

電気式と空気圧力式とあ

り，また定馬力式と定引

E長線引E民力式 と ある。ダ

イナモメ ー タカ ーは主と

して走行中に機関車の引

袈篠引技力を測定 し，仕

事量をm算する計測事で

あり ， このほか速度 ・ 風

向 ・ 風速 ・ キロポスト通

過正予等を知ることができ

る。ますこ設備すればこの

車両内で各極温度を測定

し，ガス分析等を行うこ

とが可能である。試験用
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